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研究成果の概要（和文）：フードレジーム論を念頭に，世界の中でも大きな秩序変化の中心に位置づけられるアジア太
平洋地域の農産物貿易を理論的，実証的に検討した。日本，中国，台湾を中心とした東アジア地域，オーストラリア，
ニュージーランドを中心としたオセアニア地域，及びそれらを連結する複数の事例研究から，その実態を明らかにする
とともに，フードチェーンを稼働させる背景にあるとされる食品企業の役割や「食の質」の検討をおこなった。

研究成果の概要（英文）：The food trade of the Asia-Pacific region is undergoing rapid structural changes. 
 We studied it from the viewpoint of the Food Regime Theory.  The geographical patterns and the driving fo
rces of the trade were investigated through the case studies of Japan, China and Taiwan from East Asian Re
gion and those of Australia and New Zealand from Oceanian Region.  In addition to the trade patterns, how 
food companies adopted environmental considerations and what kind of effects have been seen in their procu
rement strategies and marketing were discussed.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 突出した輸入国の日本，経済成長のもとで
輸入国の性格を急速に強めつつある中国，こ
れらアジア市場への輸出を強化するオセア
ニア諸国など，アジア太平洋地域の食料貿易
は急激な秩序変化の中にあると言ってよい。
こうした変化を実証的に解明していく必要
があると考えた。 
 一方で学術的な背景としては，フードレジ
ームやフードネットワークなど社会科学の
分野における食料研究が 1990 年代以降活発
になってきたことがある。ここで取り上げる
フードレジーム論とはフリードマンらアメ
リカの社会学者が提起した考え方で，欧米を
中心に研究蓄積がある。その特徴は食料貿易
を，輸出入という２国間の枠組みではなく，
多国間の枠組みで把握する点にあり，戦前の
第１次レジーム，戦後の第２次レジーム，今
日勃興しつつある第３次レジームと，時間的
スケールの上でも空間的スケールの上でも
大きな枠組みを有することにある。 
 本研究が着目したのは第３次レジームで
あり，国家の主導から民間セクターの主導へ
という変化，環境問題などいわゆる「食の質
（quality of food）」的な側面への着目の２
点がそのキーワードとされている。しかし，
主に欧米を中心とした議論であり，アジア太
平洋地域に対する言及は少ない。欧米を中心
とした食料貿易圏が相当の規模を持ち，世界
の食料貿易秩序を主導してきたことは事実
であるが，冒頭に示したように当該地域にお
ける相互依存関係は急速に拡大・深化し，大
きな変化の中にあるといえる。こうしたこと
から，当該地域は単に研究蓄積が少ないとい
うことだけではなく，世界の食料貿易秩序の
中でも特筆される大きな変化をとげつつあ
る地域ととらえ，その食料貿易の現状を実証
的に把握し，レジーム論との適合を検討する
ことの重要性は大きいと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究はフードレジーム論に着目してア
ジア太平洋地域の食料貿易の実証研究に取
り組むものである。フードレジーム論におい
ては欧米の議論が中心で日本や中国などア
ジア諸国やオーストラリア，ニュージーラン
ドなどオセアニア地域に関する言及は多く
ない。こうした点に着目して，はたして当該
地域でも従来から欧米の枠組みで指摘され
てきたようなフードレジーム（特に今日姿を
現しつつあるとされる第３次レジーム）の特
徴が認められるのか否かを，現地調査／事例
研究を通じて実証的に解明することを目指
した。 
 その際，上述の第３次フードレジームの特
徴を踏まえて，当該地域の多国間の枠組みで
活動する企業・民間セクターの動向に留意す
るとともに，「食の質」的な側面への配慮と
いう点も重視した。その上で，具体的な食品
企業などを対象にした事例研究を行い，欧米

の枠組みで捉えられるような状況が，類を見
ないようなスケールで急速な食料貿易秩序
の変動を経験しつつあるアジア太平洋地域
でも確認できるのか。コーポレイト・エンバ
イラメンタル・フードレジームと呼ばれるよ
うに国家よりも民間セクター（食品企業）が
重要な役割を果たすとされ，環境問題に対処
するための資本主義の再編成の一部と見な
されてきた第３次フードレジームが，アジア
太平洋地域においてはどのような形態で存
在しているのか，あるいはそうした認識が当
てはまらないのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 アジア太平洋地域の食料貿易の相互依存
を解明し，第３次フードレジームの適用の可
否を論じるためには，この地域に展開する食
品企業の動向を把握し，それを個別事例に終
わらせないように広い枠組みで検討する必
要がある。そのために本研究では複数地域で
複数の事例を取り上げ，広範な文脈で事例を
解釈できる態勢を整えるとともに，学際的な
立場からの検討にも耐えうる枠組みを計画
した。また，具体的方法としてはオーソドッ
クスな現地調査に基づく事例研究を主軸と
しつつ，それを各種の統計などに基づくマク
ロスケールの研究によって補完した。 
 研究対象はアジア太平洋地域の食料貿易
であるが，その特徴から，日本，中国をはじ
めとし食料輸入の核となる東アジア，及びオ
ーストラリア，ニュージーランドをはじめ食
料輸出拠点となるオセアニアという主要な
２つの研究対象地域に設定し，研究分担者の
これまでの蓄積を踏まえて，前者を荒木と古
関，後者を梅田と大呂が分担した。なお，中
国では中国科学院の王が，豪州ではシドニー
大の Prichard が，それぞれ海外共同研究者
として連携して研究を行った。加えて，学際
的な立場から，経済学分野において食料貿易
やフードレジーム論などに関して優れた理
論的，実証的研究成果を有する辻村の参画を
得た。また，研究協力者として京都大学大学
院の則藤も加わった。 
 H23 年度は国内での資料や情報収集を踏
まえて海外での予備調査を実施した。年度
の早い段階で研究打合せを行いメンバー間
での情報の共有を図るとともに，既存の資料
を利用することで，それぞれの研究対象事例
の絞り込みを行った。これを踏まえて，年度
の中盤以降には各対象地域において予備調
査を行い，次年度以降の本格的な調査の準備
を整えるとともに，調査対象の選定に着手し
た。 
 H 24 年度は，本格的な調査を実施した。そ
の際，オセアニア地域と東アジア地域の調査
を別個に位置付けるのではなく，本研究の目
的に鑑み，オセアニア地域が東アジアの食料
供給拠点となっているという文脈から，両者
を統合的に把握するため，メンバー間での情
報の共有と協力態勢を重視し，得られた成果



は関係学会等で報告した。H25 年度は補充調
査を行うとともに，研究成果の取りまとめを
おこない，国際会議をふくめた学会において
成果の発表を行った。 
 
４．研究成果 
 得られた成果は，（１）フードレジームに
関わる理論的な研究の側面，（２）個別事例
を通じた実証的な研究の側面に大別するこ
とができる。さらに前者は上記の研究目的に
従い，①多国間の枠組みについて②「食の質」
の側面への関心について，後者はそれぞれ上
記の研究方法の枠組みに従い，①東アジア②
オセアニアに細分できる。以下各項目に従っ
て要点を示す。 
 
（１）理論的側面 
①多国間の枠組みについて 
 具体的な動向は（２）に記載するが，いず
れも単純な2国間貿易では把握できない当該
地域の多国間でのフードチェーンの動きが
確認でき，いずれもそれは民間セクターによ
って主導さていることが明らかになった。そ
の意味で，第 3次レジームの特徴とされる民
間セクターによる国家を超えた運動は確認
されたといえる。同時に，１国の農業生産や
食料消費の問題はその輸出先輸入先（２国間
関係）だけでなく，チェーン全体（多国間の
枠組）で理解する必要がある。この意味にお
いてレジーム論の持つ枠組みの有効性を評
価できる。また，国家の枠組みを超えたフー
ドチェーンを稼働させる上で，民間セクター
が主導的な役割を果たしていることも事例
研究から明らかで，レジーム論における民間
セクターへの着眼は効果的であると判断で
きる。 
②「食の質」への関心 
 第３次レジームのもう一方の特徴である，
「食の質」の側面に関わる議論であるが，安
全性や高付加価値商品，ブランド化などの点
で「食の質」がこの地域のフードチェーンの
新たな動きにおいても少なからぬ役割を果
たしていることが明らかになった。しかし，
その一方で限界も明らかになった。安価な労
働力や地価などの経済的な要因ではなく，安
全性や品質の確保といった側面からの海外
展開やフードチェーンの再編成という動き
が確認されたことは事実である。しかし，表
面上は食品の品質や安全性が謳われている
ものの，実態が明確ではないような見せかけ
の安全性や品質が存在しているという側面
も明らかになった。加えて，質に関わる問題
は確かに重要で，新たに構築されるチェーン
の鍵となっているが，従来からの安価で大量
の食料の供給という側面が重要でなくなっ
たわけではない。 
 
（２）実証的側面 
①東アジア地域の事例研究では主に日本，中
国，台湾を対象地域とし，荒木，古関及び研

究協力者としての則藤がこれにかかわった。
荒木は中国の無農薬野菜栽培企業に着目し
て，中国における農産物の品質問題を検討し，
古関はバナナやマンゴーなど台湾の果樹作
物の輸出に焦点を当てた。また則藤は梅干し
を中心とした加工食品に焦点を当てて，日本，
台湾，中国を連結するフードチェーンを検討
した。 
②オセアニア地域はオーストラリアの牛肉
生産に注目した大呂と，ニュージーランドの
乳製品に注目した梅田の成果が中心である。
大呂は日本資本によって始まったオースト
ラリアでの和牛生産，および日本資本撤退後
の東南アジア市場への進出，梅田はニュージ
ーランドの乳業によるオーストラリアでの
生産拠点の建設，中国市場への進出などを検
討した。また，中国進出においてはメラミン
入り粉ミルク事件など，食品の安全性や品質
に関わる要因が少なからず関係しているこ
とが明らかになった。 
 以上を通じて，アジア太平洋地域の農産物
貿易は単純な２国間の枠組みでは把握でき
ないパターンを示していることを明確にし
た。その背景には従来のより廉価な食品供給
という考え方だけではなく，安全性や安心感，
さらには食品が持つ文化的・社会的なさまざ
まの価値の獲得を目指した動きが存在して
いる。例えば，より高品質・高級とされる食
材，より安全性を保証された食材，さらには
より環境に与える負荷の少ないとされる食
材やよりエキゾチックな，あるいは「ブラン
ド」化された食材への関心の高まりである。
これらの動きは一方で経済成長による市場
の拡大として理解することができるが，他方
では市場そのものが従来の廉価で大量の食
料供給をよしとする枠組みから，より質的な
ものを重視するものへと市場の性格が変化
してきたととらえることもできる。 
 
（３）国内外における位置づけ 
 当該地域で多国間に展開するフードチェ
ーンを対象にして，理論的にはレジーム論を
下敷きにし，方法論的には事例研究を通じて，
実証的に解明しようとした取り組みは，地理
学部門はもとより関連する諸分野でも類を
見ない。TPP をはじめとして，わが国の食料
の海外依存を巡る関心が高まる中で，本研究
の取り上げた当該地域で新たに構築されつ
つあるフードチェーンの動向は，十分注目に
値するものであり，今後の研究の深化が待た
れる。本研究はそうしたアプローチの第一歩
であると位置づけられる。また，専攻する欧
米における研究との比較や，当該地域におけ
る独自の特色の検討なども待たれるところ
である。 
 また，成果の一端を H25 年夏に開催された
京都国際地理学会議において企画したセッ
ションを通じて発信できたことも，国外への
成果の発信として付記しておきたい。 
 



（４）今後の展望 
 以上のようにアジア太平洋地域の農産物
貿易は極めて興味深い動きの中にあるとい
ってよい。次のステップとしてはこうした動
きをどのように評価しうるのか，さらにいえ
ばこれらのフードチェーンはどのようにあ
るべきかという議論を想定できる。品質や安
全性などへの関心が高まること自体悪いこ
とではない。また，新たな市場の形成や成長，
より付加価値の高い農産物・食品の登場につ
いても同じである。しかし，はたしてそうし
た動きが新たな食料供給体制（レジーム）を
構築しうるのであろうか。廉価で大量の食料
供給という１つのパラダイムが幕を下ろす
といえるのであろうか。豊かな先進国と貧し
い途上国という枠を超え，先進国，途上国を
問わず，一国の中での貧富の差が広がってい
る。そこにおいて彼ら（富めるものと貧しい
もの）の食料供給を支えるのは，もはや国内
の食料生産ではなく，いずれの国においても
海外からの調達となりつつある。この文脈に
いて，なお廉価で大量の食料供給というパラ
ダイムは意味を持っていると考える。安価で
大量の食料供給という枠組みと「食の質」に
関わる議論をどのように統合するのかとい
うモデルを示すことが求められており，本研
究で行った個別のチェーンの検討だけでは
なく，一定の需要を満たすチェーンの束とし
ての把握が必要になってくると考えられる。 
 なお，研究の過程でアジア太平洋地域のみ
ならず，アフリカ東岸地域や中東，及びイン
ドをはじめとする南アジアを含めた地域と
アジア太平洋地域の関係も強化されている
ことが明らかになった。アジア太平洋地域に
加えて環インド洋地域を連結した食料貿易
の動向に注目したい。 
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